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ジタル制御回路を用いたテレビ文字

Superimpose装置について
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テレ ビの映像に， 文字を Superimpose (重ね合せ表
示 )す る 場合， 現 状で はテロッ プ， 飛点 走査装置， ビ ジ
コ ンに よ る ス チ ー ル 撮像等の方法 がと られて い る 。 こ れ
らは い ず‘れ も 光学的に文字板を 撮像す る 方法の 為， 被写
体 と し て の文字板の製作や選 択が必要であ り ， 設 備の保
守や取扱い も 面 倒な こ と 等欠点が多し 、。

電子計算 機の 入 出 力装置 として CRT を 用いた文字 デ
ィ ス プ レ イ がかな り 利 用されて い る 問。 こ れ ら は電子回
路に よ る 文字 発生表 示で ある 。 しか し， テレ ビの場合 は
定め られた 走査方式が有 り ， 叉計算機の文字 テ、イス プ レ

イで使用す る よ う な特殊な CRT を使用 で き な い こ と ，
映像 信号の一部 とし て 文字信号が有 る こ と 等 の 問題点を
含む。 一方， 映像信号は アナ ログ量で ある が， 文字信号
に関 し て は ディ ジタ ル的に取扱え る 。 こ の 事に 注目 し，
ディ ジ タ ル 回路を 導入 した， 電子式の文字 Superimpo
se 法に関す る 研 究 が 発表さ れて い る (ヘしか し， 文字
の種類が少 な く， 文字の表示 位置が固定 されて い る こ と
等に よ り 応用範囲が 狭い欠点 を有 して い る 。 本研究では
こ れ ら の 欠点 を克服した 完全な 電子式文字 Superim po
se装 置を設計， 製 作す る こと を試みた。 以下， 本装置の
原理， 回路図な ら びに 実験， 結 果の 検 討 につ い て 述べ
る 。

図 1 の よ う な 模型的 テレ ビ 受 像機 面 上に文字を Su 
per imp ose す る こ とを 考え る 。 そ の場合の テレ ビ信号
を 略図すれば図 2 の よ うにな る 。 こ の よ う な文字 パタ ー
ン信 号を 如何にっ く り 出すか に つ い て ， 図 3， 4 を 使 っ
て説明す る 。 文字の 位置の 設定は水平 位置 と 垂直位置の
2 方向 の要素に よ り 決定す る 。 垂直位置は 走査線の選 定
で 設定す る 。 走査線 選択Gate は全水平 走査線 ノミノレス の
入 力に対 し て， 希望する 水平走査線 パノレス を各 々 に 対応
す る 出 力線に接続す る 働き を 持つ。 従っ て Aお よ び J の
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走査線ノ幻レス に対 し て は出力は出ず， B. C .D. .. ... .1 の

各々の走査線ノミノレス に対 し て は， 走査線選択G ate の 各

々の出力線が伝統 さ れる。 書き込みパノレス は文字を映 し

出そう と 希望するぶ平位置 よ り も 時間的に早 く (水平方

|白Qd よ り も 以前 の a， b ま たは c の 位置〕発生 さ せる も

の と する。 書き込みノミノレス は 1 木の 水平走査線毎に発生

する1個のパル ス で， 発生時間は上述の よ うに重要 で あ

るが， パル ス IIJは あ ま り 問題にな ら なし、。 例えば水平位

置bで書き込みパル ス を発生 さ ぜる も の と する と ，AND

G ateか ら の出力線B. C .D. . .. . . 1の 各線には， 電子 ピー

ムが水平位置bにきた 時間に， そ の 走査線毎にl個パノレ

ス が出る。 文字の選択は， 文字選択ス イッチに よ って 行

なう。 こ の ス イッチはANDG ate か ら出た信号を ど の

文字パター ン発生部に流すかの， 単なる切換ス イッチで

ある。 こ の文字選択ス イッチを通過 し たノミノレス はフェラ

イトコア・ パル ス 変成法群に導かれる。 変成器群は水平

ピ ッ ト数 と 同数のフェライトコアで陥成 し， 各々の コア

は水平位置 d.e. f. g. h. iに対応 し て いる。 水平走査線

起に どの 位置で信号を出すべきか に よ って ， 変成器一次

配線が決る。 従って こ のフェライトコアパル ス 交成諒群

の配線が文字パター ン を記憶 し て いる こ と に なる。 各々

の変)JX;器の 2 ì大側巻線iこ対 し て は， シフトレジス ターを

持続する。 2次巻線に出力が生じた場合に， そ れじ対応

するシフトレシス ターは ‘ 1 " の状態にセ ッ ト さ れる こ

と に なる。 つ ま り 走査線mに{日号を出すべき画出位置 に

対応 し たシフトレジス ターが “ 1 " にセソ卜 さ れる こ と
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図4. 本装置のブコック線図

に なる。 次に文字を表示 し よ う と 思う画面位置が走査 さ

れる と きに “ 1 " の 信号を出力 と し て ， 読み出 さ れる必

要がある。 セット さ れた全部のシフトレシ ス ターにl個

のシフトパノレス を同 時に加える と ， 左端のシフトレジス

ターの状態が出力 と し て 読み出 さ れる。 図 3 の 場 合は，

6 j段の シフトパル ス が加わる と ， 左端のシフトレジス タ

ー よ り 順次に各々の状態が時間系列 と し て 読み 出 さ れ

る。 画面上の走査がdの 位崖 よ り iの 位 置 に 来 る ま で

に， 6 i国のシフトパノレス が加わる と ， 希望する位置 に対

する希望する信号が読み出 さ れる こ と に なる。 従って ク

ロ ッ クパノレス のh\j期は水平方向の 1 画素走査時間に等 し

く な ければな ら なL、。 読み出 し期間ノミノレス はシフトレジ

ス ターにシフトパ ル ス が加わる時間 と 同ーのパル ス 幅で

ある。 以上に よ って 発生 さ れた文字パター ン信号をブラ

ウ ン管に加える こ と に よ り 文字を画而臼こ写 し出す こ と

ができる。

垂直位置設定， 水平位置設定， 文字選択を外部に よ っ

て 容易に可変できれば， 画面上の任意の 位置に， 任意の

文字を写 し出す こ と がIiJ能になる。 文字の選択について

は， 前述の よ うに， ど の文字メモリーでシフトレジス タ

ーの書き込みを 行うか， 手動 の文字選択ス イッチ切主主に

よ って 容易に できる。 従って 文字メモリーは必要な文字

数だけ~あ ら かじめコアメモリー と し て 作って おかねばな

ら なし、。 し かし 1 文字はぶ平方向ビット数 だ け のコア

で杭成できるので， 比較的製作が容易で ， 安価， 小型に

できる と 思われる。 垂直位置 の設定方法は， 垂直錠歯状

波の 電圧の大き さ が画面の垂|白位置 と 1 対 1 に対応する

こ とを利用 する。 垂直鋸歯状波をシ ュ ミット ・トリカ[11]

路に 加え， そ の 動作電圧を変化(可変 抵 抗 に よ って '''J

能) さ せる と ， そ の 出力パル ス IllliÎは それに対応 し て 変化

する。 従って 画面の垂直位百方向長 さ と シュミット ・ト

リカ回路の出力パノレス 幅 と が対応する こ と に なる。 こ の

出力パノレス と 水平 同 期信号 と をAND G ate に加え， そ

の出力を計数|寸路に加える。 計数回路 と マトリク ス 回路

で， 一定順位のノミノレス 〔水平 同期信号)を文字の垂直ビ

ッ ト分だ け と り 出す。 こ の取 り 出 し たノミノレス を文字ノ4タ

ー ン構成部に加える。 こ の選択 し た水平走査線の垂直範

囲 に おいて ， 文字を映 し出す こ と が回路 の動作電圧を手

動で可変 と してお けば， 文字の縦方向の位置変化が容易

に できる。 こ れは可変抵抗に よ る の で ， 連続的で， 微細

に も 変化できる。

水平位置設定は， ク口 ックパノレス 発拡開始時間を調節

する方法を と る。 発振器を水平 同期 信 号 で 同 期 を と れ

ば， 同期時 か らカウ ント さ れたパル ス 数は受像機画面 の

左端 よ り の距離に対応する。 今カウ ン卜するパ ル ス 数を

一定 と し て お く 。 そして， 水平同期信号に よ って 同期し



た時 よ り ， 発振器が実 際、発振開始す る ま での 時聞を外部
よ り 可変 と す る 。 こ れに よ り カウ ン タ ー ， マ ト リ ク ス 回
路 よ り の一定順位の パノレス は， 画面の 水平方向位置を変
化 して 示す こ と ができ る 。 す なわ ちシフ ト パルス の 発生
時聞を変化で き る の で， 文字の 水平方向の表示位置を連
続的に変化でき る こ と にな る 。

3 回路の設計製作

本装置の設計に あた っ て は， 次の事項に基いた。
(1 )  同期信号 発生部 はテレ ビ 受信機 (東 芝14ET) の

回路をそ の ま ま 利 用す る こ と に し， 受像機の信号及び取
り 出す同期信号の波形が く ずれ な い よ う に， 高入力 イ ン
ピ ー 夕、、 ン ス 岡路で取出 した。

(2) 実際の テレ ビ信号 は飛び 越し 走査の 為偶数 と 奇数
フ ィ ー ル ドが有 る の で， 各 々 の フ ィ ー ル ドを個別に考え
て ， 全回路の 構成を考え る べ き で ある 。 しか し フ ィ ー ル
ド の 区別を信号 受信側で行 う こ と は困難で あり ， ま たそ

れ以後の 回路が複 雑に な る 。 それに両 フ ィ ー ル ド信号を
同 ーと 考え て も ， 表示文字の精度に は大き な影響 は無い
と 考え ら れ る 。 従 っ て 片方の フ ィ ー ル ドの みを考えて，
設計す る こ と に し， 両 フ ィ ー ル ド共， 同 ーの文字 発生回
路を使用す る こ と にす る 。

(3) 文字表示の 垂直方向位置 は画面 中 心 よ り 下方 と
し， そ の 範囲 に お い て ， 変化で き る よ う にす る 。 従 っ て
水平 走査線選 択部の計数回路 は 262. 5 x す = 凹ま で

3 

計数 可能でな ければな ら な し 、。 28 (256) > 132 > 27 (128) 
よ り 8 段の カウ ン タ 一回路が必要で ある が， 後述の よ う
な マト リ ク ス 回路の構成で 17番目 の バル ス を No. 1 と
選 択す る こ と に よ り ， 7 段の 計数回路で も 128 + 16 = 
144> 132 と な る 。 従 っ て 水平 走査線選 択部の計数回路
は7段の縦 続接続で構成 した。

(4) 日 本の標準方式で は水 平 走査線の 93. 5 %が有効
で 525 x 0. 935 = 490 本で ある 。 本装置 に 利用 す る 受
像機の 画面有効 垂直方向長 さは241 mm で ある 。 一本の
水平 走査線が支配す る 画面の幅 は241mm/490本 = 0. 492
mm/本で、 ある 。 本装置で は1 文字の縦方向の大 き さを約
2 cm 程度 と する 。 そ の 為に選 択し な ければな ら な い 水

平 走査線 の 数 は40 本 (40 x 0. 492 = 19 . 7 mm) と な
る 。 こ の よ う に 40 本の水平 走査線を 利用 す る こ と にす
る と 1 フ ィ ー ノレ ドで は20 本の 水 平 走査線を 選 択すれ
ば よ い こ と に な る 。

(5) 水平 走査線選 択部 の マ ト リ ク ス 回路について は，
数個程度の 雑音 パルス 等で誤動作 し な い よ う にす る こ と
と ， 計数回路， マ ト リ ク ス 回路の構成が簡 単に で、 き る よ
う に， 17番目 の水平同期 パノレス を選 択し て No. 1 の水平
走査線 と 呼称す る 。 従 っ て マ ト リ ク ス 回路で はNo. 17�

36 ま での 水平 走査線を選 択し て ， それを No. 1�No. 20 
の水平 走査線 パノレス と 呼称 し て ， 以下を動作 させ る 。

(6) 水平位置設定部の 発振開始時間調整回路 は単安定
マ ル チを利用す る 。 そ の 出 力 パルス の 継続期間 はク ロッ

図5. 垂 直 位 置 関 係 回 路 図
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ク パ ノレ ス が発tJ.c< し な い よ う に， ク ロ ッ ク パルス 発振器の
ゲ ー ト の 働 き を さ せ る こ と にす る 。 ま た， そ の継続期間

は可変低抗て、外部 よ り 容易に変化でき る よ う に し た 。

(7) ク ロ ッ ク パルス 発娠器 と し て ， 非安定 マルチ を使

用 す る 。 画素の水平方 向 長 さ を縦一方向長 さ (0. 492 mm) 

と 同一にす る と き の ク ロ ッ ク パルス 発振器の 発仮周波数

を 求 めて み る 。 一水平走査線の走査時間 は 52 . 7μsec で，

テレビ画面の横の有効長は 360 mm であ る か ら， ク ロ ッ

ク パ ル ス の同期 と 周波数fは，
T = 0 . 492/306 x 52 . 7 ニ 0. 0846 (μ sec) ， 

f = ト12. 8 MHz 

次に現在の傑準方式 と 同様に帯域l隔4 MHz の場合 につ

い て 考 え て み る 。 こ の場介 l 画素の横方向 長 さ は 306 x 
0 . 25 '" 1 
�:f� x t = 0 . 726 mm 実験ではあ ま り 高い周波数を得

る こ と がで き な か っ た の で， 文字 の 水平方向を10 ピ ッ
ト で構成 し， 文字の水平方向長 さ を 垂直方 向 の 長 さ と 同

様 の 2 cm 程度 と す る 為に 必要な周波数 と す る こ と に し

た。 そ の場介の周波数は

T = {_2QQ2 
306 

x 52 . 7 = 0. 345 (/lsec) ， 

f ニ �-;-;c- = 2 .9 MHz 
0. 345 

(8) ク ロ ッ ク パ ノレ ス 発振周波数を 2. 9 MHz と す る と ，

水平方向 の画素数は 306mm/2mm = 153 {聞であ る か ら，

動作パ ノレ ス 発生部の計数回 路は こ れを カ ウ ン卜す る だけ

の 容量が必要であ る 。 2 B(256)153 > 2 7(128) よ り 8段
の縦続 し た カ ウ ン タ 一回 路 と した。

(9) 書き込みパ ノレ ス は計数 回 路 で 計数 し た 45 番目の
ク ロ ッ ク バノレ ス を使用す る 。 こ の (値は適当に選んで良
いが， マ ト リ ク スl円|路が簡単にな る こ と と ， 画面位置が
あ ま り 端にな ら な い こ と を考慮、 し た 。 〕 ま た， 読み出 し
パルス は ク ロ ッ ク パルス の 50 番目 よ り 60 番目 ま で の10
ビ ッ ト の パ ノレス と す る 。 読み出 し パ ノレス と 書 き 込みパ ノレ

ス の問を 5個の ク ロ ッ ク パルス幅あけた の は， こ れ以後
の 回 路でパ ノレ ス の時間遅延等があって ， 誤動作が起 き な

い よ う に， 安全をみた も の であ る 。 読み 出 し パ ノレ ス 発生
同路は No .50 の ク ロ ッ ク パル ス で セ ッ ト し， No. 60 の
ク ロ ッ ク パルス で リ セ ッ ト す る フ リ ッ プ フ ロ ッ プで構成
す る 。

帥 文字メモ リ ーに使用 す る フェラ イ ト コ ア 変成器に
は内径3. 0 mm， 外径 4. 5 mm の も の を 使用 した。 ま た
一次巻線 (書 き 込み巻線〕 はI回巻， 2 次巻線 〔 読み取
り 巻線〉 は 3 回巻 と し ， 0. 29 m/mホルマ リ ン線を用 い
7こ。

帥 垂直位置関係 も ， 水平位置関係 も 用 い る夕、 イ オ ー

ド マト リ ク ス 回 路は一般的な 回 路 よ り 複雑 な 形 を 用い

た。 こ の 回 路は ダイ オ ー ドを共通に 用 い る よ う に し， ダ

イ オ ード、の数の節約をはか つ て ， そ の 数を 約1/2 と した

も の であ る 。

仰 表示文字は図6 に示す よ う な パ タ ー ン と す る 。 前

述の よ う に縦方向 2 cm， 20ピ ッ ト ， 横方向 2 cm， 10 ビ



ッ ト と す る 。
以上に よ り 製作 し た回路を 図 工 図 6 に示す。 シ フ ト

レ ジ スタ ー 回路， 信号混合回路 ま で製作す る に至 らなか
っ た の で， 細部の改良， 多文字 撮像回路等 と 共に さ らに
製作 ・ 実験が必要 であ る 。

4. 実験および結果の検討

垂直 鋸歯状波の 1 周囲 は 画面の 縦方向 の長 さ に対 応し
て い る 。 シ ュ ミッ ト ・ト リ ガ 回路 の 可変抵抗 50K を変

化 さ せ る と ， 出 力パノレ ス の パル ス 幅が変 化す る 。 p h1 は
p h 2 よ り も パ ル ス 幅を 小 さ く し たも の であ る 。 シ ュ ミ
ッ ト ・ ト リ ガ 出力が 10V の と き次の AND 回路が導 通
と な り ， 次の計数回路を 働かせ る こ と がで きる 。 従 っ て

上 シ ュ ミ ッ ト ・ ト リ ガ回路 出力
(5V/cm) 

下 垂直 鋸歯状波
(20V / cm ， 2 msec/ cm J 

P h-1 

il 
上 シ ュ ミッ ト ・ ト リカ回路出力

(5V/cm J 
下 垂直 鋸歯状波

(20 V / c m， 2 msec/ cm J 

P h-2 

上 シ ュ ミ ッ ト ・ ト リ ガ 回路出力
(5V/cm J 

下 AND 回路 通過水平同期信 号
(5V / c m， 2 ms e c/ cm J 

P h-3 

上 シ ュ ミ ッ ト ・ ト リガ回路出力
(5V/cm J 

下 7段 目 カウ ン タ 一回路出力 問
(5V / c m， 1msec/ c mJ 

P h-4 

上 水平 走査線選 択部出 力
No. 1 パ ルス (5V/cm J

下 水平 走査線選 択部 出 力
No. 20 パ ル ス (5V/cm，
O. 2msec/ cm J 

P h-5 

上 垂直 鋸歯状波 (10V/cm J
下 水平 走査線 択部出 力

No. 1パルス (5V/cm，
2msec/cm J 

P h-6 

5 
p h 1 と p h2 の よ う に シ ュ ミッ ト 出 力 の パ ル ス 幅を 変え
るこ と に よ り ， AND 回路を 通過す る 水平同期 信号の 数
が変化 できる か ら， それに よ っ て文字の 垂直 位置を変化
で きる こ と がわか る 。 ph 3 は AND 回路を通過し， カ
ウ ン タ 一入力 と な る 水平 同期 信号を 示したもので， 7段
目 の カウ ン タ ー 出 力 は p h4 の よ う に なる 。 7段目 のカ
ウ ン タ ー では 11 Jと IO Jが 1 度 づつであ る の で， 全
部 の 水平同期 信号を 計数で、きた こ と を 示 し て い る 。 p h5
で示す よう に， マ ト リ ク ス 回路で、選 択さ れた No. 1 の水
平 走査線か ら No. 20 ま での 幅で文字が映る こと に な る，
ま た， pH 6 で No. 1 の水平同期 信号と 垂直 鋸歯状波を
対 応し て みる と ， 両面の 中央 よ り 少 し下方か ら文字が映
る こ と に な る 。 こ れ ら の 計数回路は 15. 5kHz か ら 60H z
程度 ま でで ある が， パ ルス の 立上 り 時間， 立下 り 時間は
小さ く ， 互いが重複す る こ と も な く ， 各々 の パルス の分
離の不明確 さ も 生 じ なか っ た。

水平位置設定部に お ける 単安定マ ルチ は水平同期 信号
毎に同期 され， そ の 出力パ ノレス は ク ロ ッ ク パルス 発振 器
の 発振開始を調節す る 働きをす る 。 ph 7 は 発振 停止時聞
が短い場合 〔 約4 μsec) ， p h8 は 長い場合 (約13 μsec )
であ る 。 こ の 停止時間は水平 同期 信 号の 周期 (63. 5 μ
sec) ま で 調節で きれば， 水平方向 での文字位置は 画面
全体で 可能に な る 。 た だこ れを単 一の R の 可 変の みで
は， 単安定マ ル チ の 動作上 問題が ある の で， R の可 変と
共に R， C 各 々 に切替ス イ ッ チを設 けて ， 組 み合わせ る
こ と が必要で ある 。 こ の単安定マ ノレチ 出 力により 発振期
聞が調節さ れて い る 様子を p h9 に 示 す。 この 発振 し た
ク ロγク パルス を8 段の計数回路 と マ ト リ ク ス 回路に加
え る こ と に よ っ て ， No. 45， No 50， No. 60 の パルス の
みを選 択して 取 り 出す。 (p hl0， 11，  12) 0 No. 45 の ク

i 

上 単安定 マ ル チ 同期 パノレ ス
(5 V/ cm J 

下 単安定マ ルチ 出 力 波形
C5V / c m， 2 fLs e c/ cm ユ

P h-7 

民=== γE

;川:出-ι三・

上 単安 定マ ルチ 同期 パノレ ス
(5V/cm J 

下 単安定 マ ルチ 出 力波 形
(5V /c m .  2μs ec/cm J 

P h-8 

上 単安定マ ル チ 出 力波形
(5V/cm J 

下 ク ロッ ク パルス 発振 波形
(5V /c m. 1μs ec/cm) 

P h-9 
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ロ ッ ク パ ノレ ス は書 き 込みパルス で No. 50 .  No. 60 の パ

ルス は読み出 し期間パルス の 発生に用 い る 。 各々が No.

45 .  No. 50 .  No. 60 であ る こ と は， パルス 間隔が1. 8 μ

下方烹守派ぞ l1liγ1・卜ぷ三去三す主弘只1主円三い守川弘与-・1・ド忌震bがた-泳レ...・k主主湾戸当法弱点斗伝川竺川川内ウ下人 i・ドβ潟段以滋j 以川.. 三 1・�議iãiiiiiii川計叶.
I 主 主日子制弘1・.ら 脳出長不九州ザ斗I

1澗|
.
ι昌 弘4

l. 

上 単安定マ ノレ チ 出 力波形
(5V/c mJ 

下 No. 45 ク ロ ッ ク パルチ
(5V / c m. 5 μsec / c mJ 

Ph-10 

上 No. 45 ク ロ ッ ク ・ パルス
(5V / c mJ 

下 No. 50 ク ロ ッ ク ・ パルス
(5V / c m. 0 . 5 flsec /cmJ  

Rh-ll  

上 No. 50 ク 戸 ッ ク ・ パルス
(5V / c mJ 

下 No. 60 ク ロ ッ ク ・ パ ノレ ス
(5V / c m. 1f1 sec / c mJ 

Ph-12 

上 書 き 込み パルス (5V/cmJ
下 読み 出 し パルス

(5V/cm.  1μ sec/ cmJ 

Ph-13 

上 読み出 し パルス C5V/cmJ
下 シフ ト パルス

(2V / c m. 0 . 5μsec /cmJ  

Ph-14 

上 水走査線 No.1 パルス
(5V / c mJ 

下 書 き 込みパ ノレ ス (AND Gate 
出 力)(5V / cm .  10μsec / c mJ 

Ph-15 

同;11
|台育
K三ぶ三ぷ'!1 7 ・

上 書 き込みノ主ノレ ス (5V/c mJ
下 シフ ト レ ジ ス タ ー ・ セ ッ ト パ

ルス(5V/ c m. 1μ sec / c mJ 

- 尚治説対抗 . 
E ミ干 I I ミlIlI1RI1IIIIII ・
1 ・

Ph-16 

上 シフ ト レ ジ ス タ ー ・ セ ッ ト パ
ルス (5V / c mJ

下 シフ ト レ ジ ス タ ー ・ シフ ト パ
ノレス (5V / c m. 1μsec / c mJ 

Ph-17 

sec (0. 35 μ sec x 5 ニ 1. 75 μ sec) 3. 5 μ sec (0. 35 x 
10 = 3. 5 μ sec) であ る こ と よ り 実証され る 。 No. 5 0 .

No. 60 の パルス で、発生された読み 出 し パ ノレス をph に示
す。 シフ ト パルス は ク ロ ッ ク パルス と 読み 出 し パルス の
AND Geteを通 し て 得 られ る ( ph14) 。 文字の水平方
向ビ ッ ト 数を10 と した の で， シフ ト パルス 数は10個で
あ る 。 シフ ト パルス は立上 り 時聞が大 き いが， シフ ト レ
ジ ス タ ー を動作させ る のに， パノレス の立下 り 部分を使用
すれば， こ の よ う な 波形で充分であ る c ph 15 では No. l
水平走査の 時に書 き込みノ勺レス が発生 し て い る こ と がわ
か る 。 こ の書 き 込みパ ノレ ス がフェラ イ ト コ ア パルス 変成
器群に加 え られ， 文字信号を発生 し， シフ ト レ ジ ス タ ー

を文字パ タ ー ンに合わせて セ ッ ト す る 。 シフ ト レ ジ ス タ
ー は文字パ タ ー ンに よ っ て セ ッ ト され る 場合 と されない
場合があ る が， 書 き込みノ之ルス に よ っ て ， シフ ト レジス
タ ー の セ ッ ト パルス が発生 した場合の波形を ph16に示
す。 パルス 変成器そ の も の の 波形では振幅が小さし雑
音 も 大 き か っ たの で， 増幅器を1段設けて 増幅， 整形 し
て取 り 出 した。 こ の セ ッ ト パ ノレ ス は書 き込みパ ノレ ス よ り
時間遅れが有 る が . ph 17 に示す よ う に シフ ト パルス と
の重な り も な く ， 誤動作の原因 と な る こ と は無し 、 。 従 っ
て セ ッ ト された シフ ト レ ジ ス タ ー が シフ ト パルス で読み
出され る こ と がわか る 。

回 路製作， 実験は以上 ま でであ る の で， 実際の テ レビ
受像機に映 し 出す ま でには至 ら なか っ た。 そ の為には前
述の よ う に シフ ト レ ジ ス タ ー と 画像信号 と の混合回 路が
必要で、あ る 。 し か し 本装置は， フェラ イ ト コ ア パルス 変
成器で文字パ タ ー ン信号を発生 し， 垂直方向位置， 水平
方向位置， 文字の 種類全外部 よ り の操作で 容易に変化で
き る こ と を確認で き た。 本装置製作は送信側でな く ， 受
信側であ っ たの で， 同期信号関係はすべて テ レビ 受信機
よ り 取 り 出 し， 文字信号を再び受信側iこ加え る 方式に よ
っ た。 こ の方法では同期信号の正確さ， 安定さにやや難
が有 る と 思われ る の で， 専用 の 同期信号発生装置を作製
した方が よ り 良 い結果が得 ら れ る であろ う 。

Su perimpose され る文字の縦方向長さは， 本装置の
よ う に 2 c m 程度 と し て も 良いが， 文字の縦横比を考え
る と 債 の 長さは1. 6 cm程度が良L 、 。 縦の長さは 2 cm と
な る た めには， 試作装置 と 同 じ く ， 選択す る 水平走査線
の数 (縦方自の ピ ッ ト 数〉 は 40 (両フィ ー ノレ ド 20木づ

っ〉 であ る 。横方向 の lビ ッ ト の 長さを帯域幅4 MH z に
対応す る 0. 726 mm と す る と ， ク ロ ッ ク パルス 周波数は
8 MHz 必要で、あ る 。 こ の 場合， 横方向 の ピ ッ ト 数は16
/0 . 726 = 22 ビ ッ ト と な る 。 こ の程度のビ ッ ト数て、あれ
ば， か な り 複雑 な文字 ま で、実用 的に表示され る と 思 う 。
本装置では1 文字につい て の み製作 したが， 多数の文字



を 同 時 に映す場合 について考えてみ る 。 本方式 において
は個々 の文字 に固有な装置はパ ルス 変成器群 (文字 メ モ
リ ー 〉 のみで ある 。 こ の 変成器群は個々 の文字を記憶して
い る も の で ある か ら， 必要な文字だ けあらか じ め作 っ て
おかねばな ら な い 。 他の 装置は各文字 について 同様で あ
る が， 水平 走査線選 択， 書き 込みパ ノレス ， 読み 出 し パ ル
ス は各 々 の文字表示 位置 によ り 全部異な る か ら， 各文字
位置 に対応す る 出 力端子を設 けて おかねばな ら な い 。 外

部操作が複 雑で、 あっ て は本装置の メ リ ッ ト が半減す る 。
そ こ で 縦方向 と 横方向 と を組み合わせた文字 位置を数 十
個 と ， 文字選別の 2 つの 鍵盤状の選 択ス イ ッ チ のみを設
ける こ と によ り ， 操作の簡 単化が容易で ある 。 本装置の

最大の 欠点は文字の大き さが一定で ある こ と にある 。 実
用 的 には Supe l:Ïmpose され る 文字の大き さは種々 必要
でな く ， 一種類で も 良し 、。 し か し 応用範囲 の拡大を はか
る 為にはやは り 2 � 3 種類必要で あろ う 。 そ の場合は 同

7 

様な 装置が 2 � 3 種類必要 と な る 。 しか し本装置は簡 単
な ディ ジ タ ル 回路の組み合わせで、 あり ， 文字 メ モ リ ー も
小型 ・軽量 ・安価で、， ま た 回路の IC 化 も 容易で るる の
で決定的な 欠点 と はな らない。

以上， 実用化 にあた っ て は， 回路の 改善周辺回路の製
作実験等， 残 された 課題も ある が本方式 によ っ て 初期の
目 的を達成でき る こ と を確 認で きた。

最後 に本研究をすすめ る にあた り ， 終始御指導いただ
い た本学， 四谷平 治教授， 村井 忠邦技官に深く 感謝いた
し ま す。
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